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はじめに
100平方メートル運動の森・トラストでは森林
生態系の再生をめざしており，哺乳類，爬虫類，両
生類もできるだけ元の状態に回復させることが目
標となる．知床の哺乳類については1970年代終わ
りから80年代にかけて総合的な調査が行われた
（北海道生活環境部自然保護課1981；大泰司・中川

1988）．その後はいくつかの種について調査が行
われていたものの，総合的に哺乳類の生息状況が
調査されたことはなかった．本研究では，100平方
メートル運動地の間を流れるイワウベツ川の河畔
林を中心に，中小型哺乳類の生息状況を調査した．
大型哺乳類であるヒグマUrsus arctosやニホンジカ
（エゾシカ）Cervus nipponについては，人身事故防
止や経済被害対策のため多くの調査が行われてお
り（岡田・山中2001；石名坂2016；山中ら2016），
今回の調査対象から除外した．また爬虫類と両生
類については，知床半島のいくつかの場所で断片
的な調査が行われただけであり情報が不足してい
る．本調査では，爬虫類と両生類についてもでき
る限り情報を得ることを目的とした．

調査方法
イワウベツ川流域の 6地点（図 1）で，2012

年 2月から 2015年 10月まで自動撮影用カメラ
（Cuddeback Attack model 1149，USA; HGC SG-

007，中国；Ltl Acorn Outdoors，USA）を設置し，河
川沿いを通過する哺乳類を撮影した．積雪状況，
撮影場所の地形に応じて設置高を0.5–1.5 mの間
で変化させた．爬虫類と両生類については，哺乳
類調査で現地調査を実施した際に，情報の得られ
たものを記録したほか，過去の文献や標本記録を
調査した．

調査結果と考察
1．哺乳類
上記期間中に撮影された主な中小型哺乳類の撮
影回数は図2のとおりであった．このほか，頻度は
低いもののエゾリスSciurus vulgaris orientis，エゾモ
モンガPteromys volans orii，イイズナMustela nivalis
が撮影された．まず，全体を通じてノネズミ類が
最も頻繁に撮影された．しかし2013年には撮影回
数が低く，2015年には高頻度に撮影されるなど変
動が大きかった．ノネズミ類の個体数は季節変化
や個体群内部の要因で周期的または密度依存的に
変動することがわかっている（齊藤2002）．2014

年，2015年の調査中には，野外で頻繁にヤチネズ
ミ類の姿を見かけるなど，密度が増加しているこ
とが伺えた．ノネズミ類はキツネやイタチ類，フ
クロウ類などにとって重要なエサ資源である．一
方で増えすぎると苗木にダメージを与えることも
あり，個体数の変化には今後も注意をはらう必要
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がある．
次にイヌ科の 2種であるキツネVulpes vulpes 

schrenckiとタヌキNyctereutes procyonoides albusにつ
いて述べる．キツネは調査地周辺で頻繁に見かけ，
河川沿いを高頻度で利用していると考えられる．
一方，タヌキを目撃することは少ないが，自動撮

影ではキツネに匹敵するほどの頻度で撮影された
（図3）．北海道が実施した知床半島自然生態系総
合調査では，知床半島のタヌキは生息密度がごく
少なく密度も低いと報告されている（米田1981）．
しかし，1990年代から知床博物館に収容される交
通事故死したタヌキの件数は増加している．原因

図2．イワウベツ川各地点での主な
中小型哺乳類の撮影回数．A：2012
年2月–2013年5月．B：2013年5月
–2014年5月．C: 2014年5月–2015
年5月．D: 2015年5–10月．同じ箇
所のカメラで12時間以内の間隔で
同種が撮影された場合は1回とみな
した．

図 1．イワウベツ川周辺の自動
撮影装置設置地点．Google earth
画像使用の一般的ガイドライ
ン（Google． 使 用 許 諾．Google，
https://www.google.com/permissions/
geoguidelines.html，2017年1月11日
閲覧）に従って画像を使用した．
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は不明だが，知床半島での密度が増加しているも
のと思われる．
イタチ類ではエゾクロテンMartes zibellina 

brachyura，イイズナが撮影された．エゾクロテン
は森林への依存度の高い種である（村上2008）．明
治期に毛皮目的で乱獲されて激減したが，近年は
回復傾向にあると思われる．一方で，シマフクロ
ウKetupa blakistoniの営巣木に登り，巣内の雛を捕
食する事例がシマフクロウ研究者から報告されて
いる（竹中ら2010）．本来はシマフクロウもエゾ
クロテンも十分な数が生息して生態系のバランス
がとれていたと考えられる．今後は両種ともに安
定して生息できるように森林生態系を回復させて
ゆく必要がある．同じイタチ類で，特定外来生物
のアメリカミンクNeovison visonが赤イ川合流点の
カメラで2015年6月5日に撮影された（図4）．知
床では標津町で1920年代からアメリカミンクの
飼育が行われ，その後羅臼町や斜里町美咲地区
にも1960年代から1970年代に飼育場が作られた
（米田1981）．また知床半島に隣接する市町村に
も同じ頃にミンク飼育が行われ，これらの施設か
ら脱走した個体が定着していったと思われる（北
海道1985）．現在ではアメリカミンクが知床半島
全域に分布していることが確認されている（村上
ら2011）．アメリカミンクは魚のほか両生類，鳥
類，小型哺乳類と多様な食物を食べる．生態系へ
の影響が懸念されるが十分な調査が行われていな
い．知床半島のアメリカミンクが何を食べている
のかを調べるとともに，少しずつでも捕獲を進め
てゆくことが望ましい．ほかに外来種としては本
州から移入されて道内に広がっているニホンイタ
チMustela itatsiがいる．しかし，今回の調査では
撮影されなかった．収容される事故死個体も少な
く，知床半島での生息密度はアメリカミンクに比
べて低いと思われる．
このほか今回調査対象としていなかったが，大
型哺乳類のヒグマ，エゾシカは岩尾別河口–ピリ
カベツを中心に多数撮影された．特にサケやマス
の遡上する時期にヒグマが河口や岩尾別ユースホ
ステル付近のカメラで頻繁に撮影された．サケや
マスを狙って複数の個体がこの地域に集まってき

ているものと思われる．
以上から，イワウベツ川周辺には中小型哺乳類
各種が一年を通じて生息していることがわかっ
た．中には外来種であるアメリカミンクもおり，
今後の生態系復元のためには，アメリカミンクの
影響を抑えつつ他の中小型哺乳類が安定して生息
できるようにする必要があるといえる．

2．爬虫類
今回の調査中にイワウベツ川流域で爬虫類は発
見されなかった．過去の記録としては，太田・中
川（1985）が知床産爬虫類として，カナヘビ科の
ニホンカナヘビTakydromus tachydromoides，トカゲ
科のニホントカゲPlestiodon japonicus，ナミヘビ科
のアオダイショウElphae climacophora，シマヘビE. 

図3．撮影されたエゾタヌキ（2012年11月3日撮影，ピ
リカベツ合流点）．

図4．撮影されたアメリカミンク（2015年6月5日撮影，
赤イ川合流点）．
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quadrivirgata，ジムグリEuprepiophis conspicillata，ク
サリヘビ科のニホンマムシGloydius blomhoffiiを記
載している．また，現在知床博物館に保管されて
いる標本の中に，アオダイショウの幼蛇が2体あ
る（表1）．爬虫類については依然として情報が不
足しており，さらに調査が必要である．

3．両生類
エゾアカガエルRana piricaの卵塊を表2のとお
り発見した．本種は知床国立公園内の林内で頻繁
に成体を目撃するため，広く生息していると考え
られる．このほか，佐藤ら（2003）によると，知
床五湖周辺と羅臼湖周辺でニホンアマガエルHyla 
japonicaが確認されている．エゾサンショウウオ
Hynobius retardatusは，佐藤ら（2003）が知床半島基
部で確認している．また，私は知床五湖近傍の沼
（北緯44度07分54秒2，東経145度04分56秒7）
で1990年7月にエゾサンショウウオ幼生を確認
している．このように両生類についても情報は断
片的であり，さらに調査が必要である．
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採集地点 採集日 採集者

斜里町遠音別村岩宇別
北緯44度06分33秒5，東経145度05分22秒1

1989年10月14日 日垣朝雄

斜里町遠音別村岩宇別
北緯44度06分37秒2，東経145度05分25秒4

2000年9月24日 法量武

観察地点 観察日 卵塊個数

斜里町遠音別村岩宇別
北緯44度06分15秒3，東経145度04分26秒4

2012年5月10日 1

斜里町遠音別村岩宇別
北緯44度06分07秒7，東経145度03分08秒4

2012年5月10日 10

表1．知床博物館に収蔵されている
調査地周辺で採集されたアオダイ
ショウの標本．

表2．エゾアカガエルの観察地点．


